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自由化と日本貿易
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ロしめ・り占す内で間る義そ　ら末世理
メなら’めるのあのと期れし二よ界制
オがれそて゜自り自いのはかつり市度
パらてれいた由’由うそ高らの二場に
イ他いだたと取こなこれ度ば理○のお
タ方るけがえ引れ国とでに今由世結い
りでこ独’ばとら際であ発日は紀合て
1はと占一ドがの的ある展の’二とは
Y互はが九イ結間競るだし貿今○”ま・に周強六ツ合の争゜けた易日年貿後
た国知化○にせ激をこで独自の代易に
化際のさ年おずし意のは占由自まのみ
学的通れにい’い味こな資化由で自る
工結りてなてむ市すとく本は化の由よ
業合でいるはし場るか’主古運高化う
にをあると一ろ分もら社義典動関とに
お形る゜会九’割の系会い的を税’一
け成Qま社五貿斗でと主わな現政世定、
るし第た総七易争はし義ゆ一代策界の
Bつ三わ数年がをなて世る九のと貿限Aつにがでに自意く更界国世自は易界
Sあ’国四お由味’に体家紀由反のが
Fる今で・い化す国次制独自貿対拡あ（° 日も一てする家のの占由易に大り
西たの自％会れ゜権よ生資貿運’を対
ドと自由占社ば第力う成本易動関可立
イえ由化め総す二のな発主とと税能が
ツば化にる数るに強諸展義対みをにあ） 自にそもでほ’力特と期比な引しる
と動おなの四ど今な徴植にしす下てとク車いえが・一日バが民おてこげいは
1工てえ’三国のツ生地けどと統るいル業はて資％内自クま体るのを一のえマに’独本をの由のれ制自よ正化で’
ンお各古金占生化もるの由う当しあな
（け国禁総あ産はと゜全化な化よるお
フるの止額るや古に第世で特すう゜通
ラル独法でも資典行一界あ徴ると第貨　　　　　　　　　　　　　o　　　　一ンノ占のはの本的わに的りを
ス1資緩六“がのなれ’崩’も） （本和四資集そる今壊しつ
とフは等・本中れ独日のかて
のラー’五金集の占の時もい
国ン方独％総積よ資自期単る
際スで占を額とう本由ににかカ）は強占で独に聞化お国゜
ルと激化め六占自のはけ家一テアしのる一一・－itが由国個る独言
ルルい方よ・強貿際別そ占で
やフ競向う五化易的的れ資い
トア争にに％発と競資で本えラ・を゜ 進なを展国争本あ主ば

す＿の
るに交
気’換
運今性
が日に
強のよ
い自つ
の由て
で化裏
あはず
る一け
゜九ら
こ世れ
れ紀た
　　、

24



’

聯

自由化と日本貿易

は間会制もでな味　 i国重成貿　価スー
資の的限うはいは第も型要の易第上ト本「’で一なと二五つのな気連四昇の
主自思あつくい重にとブも運合に（形
義由想るは’うで’もロのを体’乃成
体競的゜’たこあ今こツのつで今至が制争’そ資だとる日のクーくあ日安こ
そL政の本前゜Qのこ化つつるの定れのは治原主者がそ自とのはてが自）で
も一的因義の’の由は傾’い’由傾あの方’は国貿こ一化前向今る更化向る
のの経第の易のつはのが日Qにはを゜弱資済一対がこは社型強の1もこブ説こ
体本的に社私と’会のいブつのロ明の更の影’会的は社主ブとロとブツすこ
に他響東主な何会義ロいッもロクると
は方を西義無も主市ツうク今ツ化゜は
崩の独両貿政社義場クこ化日クと
壊資占陣易府会国と化とがのは結を本資営に的主が資傾゜先ブ北合
もに本間対な義計本向い進ロ欧し
たよがのすも国画主がい国ツ共つらる恐経るのが的義なかプ．ク同つ
す勝れ済差で資’市いえラ化市発と利て交別は本国場とれスは場展
考をい流乃な主家といば後三’し
えもるが至く義的のう大進○中ててつと資、制’国貿間こ体国年南い
いてい本限社に易でと経型代米る
るおう主で会対ではを済のの共こ
のわこ義あ的しあ行意力ブブ同と
でると国るなてりわ味水ロロ市゜あのでに．°計貿・’れし準ツツ場そ
るみあおつ画易資てなのクク’の゜

でるけま的を本いい近化化中好
原あ゜るりな封主な　いとに近例
因るい勤い貿鎗義い　国いみ東は
のがい労わ易制的とでがうら共欧
第’か階ゆで限ないあブよれ同州
二資え級るあし自うるロりな市共
は本れ特東るて由こ゜ツ’い場同’

とばに西とい貿と
独労独労貿いる易で
占働占働易うこ政あ
資と資者にこと策る
本の本階対とをは゜
の一に級すを意絶こ
対自とにる意味対の
外由つ与差味すにご
貿競てえ別する採と
易争資る乃るわ用の
がL本社至゜けし意、

25

クむ特　体
をし徴アで
形ろをフあ
成先もりり
し進つカ　’
て国て共ま
いプい同た
るラる市欧
こス゜場州
と先その自
i進の生由

ま

た

九
世
紀
の
自

由

貿
易
に

お

け

る

物
価
下
落
傾
向

に

対
す
る

今
日

の
自

由

貿
易
期

の

物



自由化と日本貿易

他じ当ず
国る制’前
商゜の貿項
品元大易で
の来巾の述
自独な制べ
由占削限た
な資減をよ
侵本等無う入・は　は　く　に　　二

は自明し今’

由らて日
そ競か行の
の争にご自
国し自う由
のた由と化
独が貿すは
占つ易る古
価て運一典
格ま動連的
体たののな
系自傾運自
の由向動由
維貿を’貿
持易示す易
をとすなと
「困相もわは
難入のち非1
にれで通常
しなあ貨に’

いるの違
そ性゜交つ
の格そ換た
国をこ性特
のもで回徴
独つわ復を
占てれ’も
資いわ関つ
本るれ税て’
の　゜にのい
独とと引る
占いつ下゜
的うてげが
市のは”場は当輸そ
支自然入れ
配由次許に’

貿の可も
生易疑制か
産に問乃か
集よが至わ
中る生割ら

　　　　　　　　　　側無
雅の本の水が痴（・）蠕

狭勿しの経向ら本実資る不
阻論や無済上すにが本こ平

課蓉矯論章誌鷺丁虚
’ 的野影・で陣不る会　゜）期
社意で響政あ営満が主
会味あを治るにな’義
主にり打的（共もその
義お’消利尤通のの貿
のい特す益．もので裡易
焚毒鏡剥認舗あ
優あ代が特り・でて主か
先る・の出に広・あもたか
主がよ来勤い・るなるる
義　 うる労利゜おも性
と　なと階益た国の格
資を国い級をだ際は上
本保家うに考資分次の
主つ独ことえ本業の不
義こ占とつれ主の如一
のと資゜てば義利き致
輸が本第の’に益では
濃罷義副難蓬蒙」
先に国’も主てし゜か
主なに資存義はて第し
義つお本在国利独一な
とてい主すに潤占にが1
のいて義るおの利’ら
補るは国）け上潤貿’
完こ’自第る昇を易東
性と貿身二利Eに高は西
等゜易にに益役めた貿
で第政と’も立ると易
あ四策っ／社単ちにえの
るににて会に社役そ不゜’ おも主利会立れ可
、独い’義潤主つが能

　占て外国だ義こ平性
　資か国のけにと等を
　本な貿国のとQ互勿
　のり易家問っつ恵論
　市のは独題てまの意
　場長最占ではり貿味
　の期’も貿は国’易し
　現性国易な民国でな
　段’家がくの際あ’い
　階計権”生分り゜　に画力資そ活業’こ

的

対
立
的
側
面
を・
も

つ

て
お
り

、

こ

れ　
／・

が
、

社
会
主
義
貿
易
の

計
画
的

平
等
的

長
期
的

調
和
的’

26



自由化と日本貿易

にとるリ自てで以　　　　　よ　一を
語一むに力由かあ下EDCBAうこ種破らし’と化えるこ　1　　　でのの壊れろ最そのつ゜れ西資アア独あ問自す
て両近の条て何ら欧本メメ占るに由るい者数他件不故に諸’主リリー資゜対貿傾
るの年のと利なつ国義カカ本゜

問間列しをらいやの合を主1周の両強てみ各て日生衆除義
知経者との’国一本産国く諸
の済のの経し間つの力の独国
よ力問間済たの一好が強占の’
う差のの力が経つ況高い資間
には差経差つ済検局ま自本の
西戦が済のて力討面り由主生欧後小力接劣差しが’丁化義産
諸にさ差近れにて自市要国力
画おくでをるあみ由場求のの
はいな．あ云国まよ化とが国均
こてつり々がりうを生結際衡
のかて｝と自大゜可産実収化
アえい他すらき先能力し支’
メつるはる進なずにとたが経
リてこ’場ん開Aしの゜安済力増とア合できにた矛
と大はメに自がつ゜盾
のし第リニ由あい
’経て一力つ化るて
済い及をの政と゜
力るび除面策’確
差こ第くかを劣に
をと二列らとれ自
ブが表強こるる由
ロ知が間れこ国化
ツら示のをとはの
クれす経考は・国条
化る通済察あ際件
にQり力すり競とよ第で差るえ争し
つ三あで必なにて
て表るあ要い負各
縮で゜るがかけ国
小もし゜あらるの’
し同か先るでか経
よじしず゜あら済
うこ戦前そる’力
とと前者のQ自のしが対に一さ由接
て一比つつて化近
い層でいは今にが
る明みてア日よ必
の瞭るみメのつ要

が
表

，面

化
し

た
o

定力
化の
し接
ド近
ルが
不こ
足れ
がら
解の
消国
し々
外の
貨間
準の
備自
率由
が化
高を
ま促
つ進
たしQ た

　Q

・す易向
る運を
答動は
えがら
は生ん
こまで
れれい
またる
でのか
多はら
く何で
の故あ
論かる
者と゜
にいが
よう’
つこそ
てとれ
あでに
たあも
える拘’　　o　 う

り　　り
れそず
てし’
いて今
るこ日゜

の高
そ問度
のにに
代答発
表え展
的るし
なのた
もが独
の本占
を項資
若で本
干の主
列内義
記容の
すで段
るあ階
とるに
’Q お

次　 い

の　　て
　　、27



自由化と日本貿易

第1表　各国の銑鉄および鉄合金生産高比率　アメリカ＝100

時　期

1937

1954

1959

日　本

6．3

8．8

17．8

アメリカ

100．0

100，0

100．0

イギリス

22．＆

22．5

23．2

西ドイツ

62。9

23．4

33．6

フフンス

26，7

21．3

22．9

ベルギー

10。1

8．6

10．8

カナダ

2．6

3．9

7．1

（国連統計）

第2表　各国の粗鋼生産高比率　アメリカ＝100

時　期

1937

1954

1959

日　本

11．3

9．7

19．6

アメリカ

100．0

100．0

100，0

イギリス

25．7

23．4

24．2

西ドイツ

34，1

21．7

30．5

フフンス

20．1

16．7

17．9

ベルギー

7．5

6．2

7．7

カナダ

2．8

3．6

6．3

鋼塊および鋳鋼の総生産量を示す。錬鉄は除く。 （国連統計）

第3表　各国の国民所得総額の比率　アメリカ＝100

時　期

1925－34

1958

日　本

8．7

6．4

アメリカ

100．0

100．0

イギリス

30．8

13．9

ドイツトルギー14タリー

22．9

11．0

2．1

2．2

7．2＊

5．7

カナダ

6．8

6．9

＊　1928－31

1925－34はコーリンクラーク「経済進歩の諸条件」

1958は国連統計
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自でアるメかいり　この何たこ　う近
由あメ゜リらたカCれ国故こと次説は
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求たて国力日りるカな化のしし際る以にと他がののか国がもに条か・て収゜外
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ら米自条き化イて一し独具のに好力々
ず英由件をのギ’貫か占っ条な転差の
実金化の条決リ自しな価て件っやの問を融をみ’件定ス国てい格もはてド縮で
結協要たと的がの貿こ体’自西ル小認
婆窪悉嘉墓舞叢蕩暑嶽奮E鬼籍歪嘉鷺
かもてなかでしと由A崩そを国のいれつときいらあたの化の壊の可や解接る
たずたこAっこ引の場を国能日消近がのくがとのたとか旗合おのな本やと’
でポ’を条とをえ手とそ経らの外いし
あン自理件考アにで同れ済し国貨うかるド由由’えメ外あ様る力め際準もし、°

交化につるリ国っでながる収備な’
ま換が自まこカにたあら劣だ支率おし・
た性実由りとが同こるばっ・けがの相か・
歴回際化各は代様と゜自てで好増対じ・

　　史復にに国出つのは／　　的の現反間来て条誰
　　に失実対のな主件で
　　み敗化す経い張をも　　　る（しれ済Q’し要知
　　　と四たば’力理て求つ
　　一七の’格由来すて　　九年は自差はたるい　　三八五由のこのこる　　○月八化縮うで之事　　年’）年は小であに実
　　代にの現とある大で　　　にみ通実いる゜きあ
　　　おら貨化う゜しなる
，　　いれ交し条こか利Q
　　てる換な件のし益こ　　　もよ性いと条アをれ
　　　アう回゜対件メ感は
　　　メに復事立はりじア
　　　リ　’後実すアカてメ
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の制に資にはにれ　しか　おのい　力
矛があ本固’おな以にしEい矛゜Dは盾全っ主有まけい上好こにて盾しに他で・国た義なさるがみ況のつ自対かつ国
あ的市体世に世’て局条い由立しいに
るに場制界今・界決き面件て化はなて対　゜崩がの資日・資定たをも゜と資が゜し

・で壊社特本に・本的よ何決脊い本ら今て
はし会徴主特・主なう回し日う主単日自
こつ主的義徴・義あにかての特義にの由
のつ義矛体的・体る’経自自殊’こ自化固　あ　世　盾　制　な・制　い　A　験　由　由　な　特　れ　由　を

有る界とのも・そはかし化化形にだ化要
・のと体は特の・の規らてにを態独けが求
矛い制何徴で・も定Eきと促を占の資し
盾うとか的あ・の的まてっ進と資理本て
が事し゜矛り・になでいてすっ本由主い
ど実てそ盾’含条のるのるて主だ義た
うで新れか今ま件条か決力あ義け世がしあしはら日れつ件ら定のらにか界、’
てるい自説以てまはで的一わとらにご
自゜独ら明外いり’あなつれっ今おの
由一自巨さにる原今る要となて日け要
化言の大れは現・因日゜因しけはのる求と　で　発　な　な　か　段・で　の
い　い　展　生　け　つ　階・は　自

うえを産れてに・な由
形ばと力ば存跡い化態’げをな在有・°にと　現・　’擁　ら　し　な・一　と

結段・他しなえ矛・言つ
び階・方ないな盾・でて
つに・でが゜かのい必く　固・は　ら　し　つ　性　え　要
の　有・こ　’　か　た　格　ば　な

かな・れ一らもが　”°

形・ま方ばの欠こtあ
ごで・でで今でけれる
のあ・自は日あてらい
事ら・己か’るいのは
情わ・のつつ゜る条促
はれ・隷てましの件進
次た・属自りたでに的
の生下己現があはな
通産にの段っる共条
り力あ事階て゜通件
でとつ実にご今しで
あ市た上固れ日てあ
る場植の有はの’る゜

と民勢な’自現か
社の地力世今由段も
会間体圏界日化階し

でてれつ・自生が
な西ばね・由産失
い欧なに化力敗゜

諸ら存をとし
何国な在説市た
故やいす明場こ
な日かるすのと
ら本’のる聞は
このとでのの当
れ好いあは矛時
ら況うり無盾の
の局こ’理と歴
国面としで結史
々がのたあびが
はあ説がるつこ
こつ明つQいれれたがて何てを
まこ出こ故い物
でと来のなる語
ももな矛らこttつ
自確い盾生とて
由かかが産はい
化でら何力いる
すあで故とう゜
るろあ現市ま
こうる段場で
と゜Q階のも
なし　に間な
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第俵世界貿易の農業国

　工業国への分布　　（％）

区　 分

農業国相互間

工業国相互間
農業国対工業国

1929

12．0

23．9

62．6

1938

9．7

36，0

54．3

1957

10．7

39．4

49．9

国連統計より

し資植等そ貿市独体化し裂霞・え在占
孫奎鍋葎窪暴愚盛鯉差麩芋§彦馨黎集、
る義・属由世相本す独け一よ’の主主
の列先的は界互主ば占で国り輸総義義
で強進な植貿開義ら資な市）入輸国諸
あと国’民易放国し本く場日一出と国
るア対後地のとをい主’を本三入なに゜

ジ後進の半自脅発義両なll・額つと
かア進国独ば由威展に者し輸五にてつ
くア国の立以化さがとのて出％占いて
しフのモと上をせ’つ問い一’める二
てリ貿ノこを促’社てのた八イる東重’
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義のてと植’ま占制鋭常在％三七アて
諸経い経民いた資の化にで（・年のい
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国・大　’すがな戦の明か　゜々み・　ンだ場
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場・こにうれは工交す゜こ貿1（輸進面
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　　　　　　　　　　　　Q
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ツド8一係ロ世もイ：’％をツ界　　o　 N　　　　ノ
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放らる違営よる市で独い発げ易例るう
芒需奮奮塞ぞぜ拷牽盛考懸派碕琶を｝モ
て場でるの’う型う本に程るかしい後
毒畠碧奮蟹発宅EE蒜義骨寒ぜ善て2畿
も難゜で発世具業う諸゜るは理一との
甚崇讐蓼屡器鋳属量男琶拳讐製空募墾
舅警奮ざ自霜鑑舅2舞磐蒙墾へ星免覇
のを会っべ的べのし力うろ説闘代こと
発し主一れ潮て発てのでうが争にれ社
展て義つば流み展’こ発あ゜正のおに会
にご陣はやにる）の展るがし平け対主積の営資はよと等こと゜’い和るし義
極行と本りつこのとい何現か的資ての的為の主受てう現ボがうよ時゜形本富発
にを貿義動’で段・’　　　　　　　　　現り点こ態主塚展な強易陣的今あ階・独段もにのか義説を
るいを営な後るに・占階’　　　　　　　　　　　お問らのの背とる発がも一゜お・資の社いに武相根景
嫉il＞展社の層東け・本世会て対力対拠と
ち馨喜奎E誕薯薩康選霧誉せ薙嬰嫉せ
よある義かす易格・諸済世あ決態定帝1
つると国なるはを・国の界た定へ期国自と ゜

しとい可社今・に特体り的’　　　　　　　　　　　　　　が主由考してのだ能会後・と徴制解な勢二義化
法奈S繕含捨嚢皇こぞ琴箋葦馨歯葦票奪
れつそ父゜充諸分・の後展あをののも日
な（てれ流何分国の・市も強た与再大つの

れりがて一し力な・（ら民すめ争契争の
にがご本つかのい・生な地れにへ機的世
対おれ来は・し発で・産い諸ばはのに対界
し互を的両な展あ・力だ国”移終抗市
寿筒慧叢讐奮筆奪1帯繁毅喜陰県壱糎拷
後志か治間こもと場な立説少必’格拡
進のり的ののないとくとをし然こで大
国貿で恐貿発ううの’植支今とれあ手

後努てつ上主能れ場大の因経と自歴つ世力　’　　　ての義力で構す崩が済を由史て界を彼い相陣にあ造る壊強のあ貿的い　　　　　　　　、　　　　　　
、
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　　　　　　　　　を以がこ易世を貿でい他格ら費と本経るの差なの他主こ近上近んの界要易
蔑垣薗茎2奮暑馨泡縛2ぢ手誕翼李籔
長由と体す’本国貿来とちるよのる合
すはのとれ対主聞易放かに社り構かか
歪ξ肇ピ弍鍵藷窪畠秀色杏室禦填83
とでを減ア助国済化至てに義で型あれがあむ少メ費の力政縮’縮国あ等りば
叢覧ll9名易髪蒙歪築穿窪穿窪歪霞ぎ裟
で大拡つと出に産根る諸る出い本たよ
あ体げあ西をつ力本こ国とがう的そり
る生つる欧中い水的と1はか保にのか。 産つQ諸心て準には独考な証変輸なぞ’ 力　あ　た　国　と　は　の　は　ち　占　え　り　は　え　出　り

し水るだ及す’均変よ資らあなる一能発
E蒙じ篁暫9妥範tt　9奎桑聾こな碧辱
の均か及本にりはな考義い考ら思増る
こ衡しびのあ力当いえ国のえでわ大とと化わ第間りの分でらがでらあれす考
　　L二の’経存あれ彼後れりなるるはすた
盗ゑな毒肇8，勇芒含蕉自畠ゑ露し達親
こめ’もはもの’と゜身のら二と冬免
とに今う今ア相む・い
には後か後メ対しう
よ遅こがもリ的ろ条
つれのえ減力衰進件
てた格る少の退行を
可資差よす今のす例
能本がうる日根る記
で主非にでの本でし
あ義常’あ軍原あて
る国に西ろ事因うみ゜

が大ドう戦がうる（ 進きイ゜略’ととこ、んくツま政長いつ
経だなのた策いうぎ
済資る経西が間この’

本と済欧このとよ
技主は力列こ不゜う
術義あだ強当生こでの1国　る　け　及’分　産　の　あ

各よまがび根的うる国りいこ日本支ち．°
間速との本的出ア第
のい考とのに（メー交速えこ間は軍リに
流度てろの変事力資

の対でにいり間先あ’う・れと
の進りH後のるk、
貿国’進はかつ
易輸そ国’らの
の入し市第では．
拡能て場一あご大力第ににる尊
　　　　、　○りのは三対
努なにし先が後
力お’て進’進’

一 後は国そ国
し定進平のれの
たの国等生に経
が限と互産し済
つ界先恵力て発
てが進’のも展
貿あ国資発こが
易ると本展の工
自かの財が発業
由ら経輸対展製
化・で済出後が品
のあ力を進現の努る格よ国在輸
力゜差ろ貿の入
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第5表　主要国の鉱工業生産指数　　　　1953＝100

1951

52

53

54

55

56

57

58

59

日本
78

85

100

111

122

151

174

175

220

アメリカ

89

92

100

93

105

109

110

102

115

イギリス

97

94

100

107

112

113

115

114

120

西ドイツ

85

91

100

112

128

〆138

146

151

162

フフンス

98

99

100

110

120

133

145

150

156

イタリア

89

91

100

109

119

128

138

142

158

ベルギー一

106

101

100

106

116

123

123

115

119

房7
90

94・

100

100

・1　10

120

120

119

128

IMF統計月報

る々要他る殆してこそ国次遅と・るこ関
状はは国必どてきとしをのれ゜ほと係
態もなど要説有た゜てそこたこどがが
にはいこが明利」（（のと国れそ困非あやとのあすでと二　　　　　　　　　bノ強によにの難常
免零男璽覧ゑ奢乞雷叢纏考題慰男讐箋
しイがのア要パで紀も済て更て経る密
　　’経メはaノ現に直力可に各済こ化たツ
がや問済リな）段な接や能速国のとし
・つ日題力力い及階つ的更でく間寄゜’
嚢歪繁惹奮募馨％E手翠1ま鷺窒窪結ε蓼

　　　　　’（aとに奪がそに合占技しうあれ国
うちる以で次a）のよ・遅しはがが術こにQ上あの）及格’？搾れて’大強力
れ追こ説り点にび差て取たこ進き化を
房援脅孚ご讐8◎鑑肇墓集2窪長濡警
国かのるれ及てに大すご主と国るばす
のれ国必がすは対しると義はがこする
　　　　　　　　　　035
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る年化とてすも強こよあ

、い近にみ゜るお同れつま
はくはな平先く志らて’り
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や近条　 日展のるし生じ
外い件　にと独゜て的幸
貨将と　お植占し．い性か
準来し　い民資かる格不
備再て　て地本しのを幸
のび必　

’

体主そで愈か

今は条　は愈あ収いな植
後ち件　Lそ々ま奪てく民
屡よが　の困りがはな地
々つ構・　可難考相’つの
生』と造・　能にえ手アてこ
じ考的γ　性な’ら国メおれ
妻邊災’罪♀桑晟易倹錫
あれわ　常つい長はこ国
うなれ　にあ゜を勿の々
ういる　少るま自論こか

　o　 、　　　　　　o
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自由化と日本貿易

　　　　　　　　　　　態・日れ1とはに平は
こて（5）にに（4） 由ン（3）（2）（・）£こ疑ぞ課齢

とい勿大う一・化ラも富吉同・い対いにの形に
にる論きか般でンつ塚村一・て立る難役態ああご経いがに特ドと文正視・は　す　場　か　割　が　り
ると済こわ植にのも太晴す・自る合しの武う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（あるななとにがて的義国日　誤・し　に　た　あ　た
゜

いるをお　’い資国主本り・ろ実『と　り曾資　1　る
　とと非いそる本と義経でト「行え　’）本勢　゜

　拠本　つ地にル東　リL　　あ・分・可　制　よ　お　割　氏
の主てをよ1西力今
一 義い喪つプ貿や井
つでる失てで易西則
はあ゜し’あのド義、

る

国限
家り
にあ
より
るえ
恐な
慌い
のこ
緩と
和で
策あ
・る
延が
長’
策し
・か
転し
嫁そ
策の

・ 型

変態
形は
策戦
等後
がか
かな
なり
り変
進つ
んて
だき
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たかる発イ編西　え　　゜　展　ツ　　・

ドつ
イて
ツ経
や済
日成
本長
の率
経に
済お
成い
長て
率非
が領
フ有
ラ国
ンよ
スり
やも
イ遅
ギれ
りを
スと
のる
そこ
れと
よは
り　’

は歴
る史
か的

にや貿
関フ易
しラ自
てン由
条ス化
件のと
がよ日
若う本
干な資
ち好本
が戦主
う的義
こ大・
と独二
を占三
考資七
慮本頁
す主
る義
必国
要と
がオ
あ’1

るス
゜ ト

がリ
、

ア

今や
日フ
自イ

る・割・能度うい闘の
゜闘・で’にて争よ
　争・あ　為　自　’）　う

　Lる替・由二へに
　の・か管化九移二
　姿・ら理が年行○
　で・で制管恐す年
　あ・あ度．理慌る代
　り・り’体ととと
　”ブ制同考対　単・そロとじえ比
　純・しツ対よるし
　に・てク立うのて
　自・最化すなは’
　由・後等る深当大
　佃引吉肇象襟
　平・こ　自　も　巾、い　を

　和・れ由」ので契
　的・は化む恐あ機
　形・特　は　し　慌　う　と

　態・に独うがうし
　と・重占そ再゜て
　管・要・資れ来な自
　理・な本とすぜ由
　体・こ　主　妥　る　な　化
　制・とi義i’協とらが
　ll・でのし考現管
　武・あ本たえ代理
　力・る性形るの体
　的・が　と　態　こ　よ　制
　形・今　そ　を　と　う　へ

　　　　　　　　、



自由化と日本貿易

東しの・け
南て畠具・れ
ア・い　体・ば

ジえ的・な
アば特・ら
を次極な
中の的・い
心こ様・°
とと相・も
すでの・っ
るあ中・と

’アるに・正
ジ゜求・確
ア（a）め・に
貿対ら・い
易米れ・え
の依な・ば
占存け・’
め度れ・い
るがば・ま
割高な・’

第6表　OEEC諸国の
自由化の経過　（％）

時点

1953

54

55

56

57

58

59

60

OEEC
域　内

77

83

86

89

83

89

92

対
アメリカ

11

44

54

61

64

73

86

本こ由に
項と化な日
のは率つ本
課為とての
題替でい貿
で面はる易
あか’の自
るらそに1由゜

みの’化
勿て計日が　四
論も算本遅’

明方のれ
今白法場て
日でが合い
のあ違はる
自るう五こ
由゜か五と

　　　　・EEC年次雛　甥鏑毎矯
　　　　　　　　　　基ら列一知
　　　　こカて徴よの本ばに六の
合くら・述のや関はつ発的’お％通
が’な・べ理他係’て展原日い’り
高ドい・た由のす日’と因本て六でい　ル　゜現・も　西　る　本　こ　社　た　の　論　○　あ

こ不し今・他欧こにれ会る自ず年つ
と足かの・の諸とだに主’由るでて゜状　ら　世・先　国　で　け　答　義　世　化　こ　四　’
（d）態　ば　界・進　に　あ　関　え　世界　が　と　○　西

貿がこ経・資はる連る界経遅は％欧
易長の済・本みかすご体済れ危で諸
収一期具の・主ららると制のた険し国
支に体基・義れだこはの一理でかにが　続　的　本・国　な　゜　と　出　強般　由　あ　な　南

恒い特的・にい自で来化的はるいい常た種．特・は’由はな発基どが゜て
　　　　　　　　　　　　’勿は的こ的徴・なき化ない展本こ
にと様が・いわがくQ’的にそ論六
赤゜相日・日あ遅し何植特あれ西○
字（b）と本・本てれて故民徴る・に欧年
で貿はに・の日．て他な地　のし諸で’

易何お・特本いのら体　かて国す
国依かい・種的る資’制資Qもので
際存’てボ的なと本この本こ自自に
収度対あ・性もい主の世主れ由由自
支が外ら・格のう義よ界義に化化由
が低経わ・にでこ国う的諸答が率化
不い済れ・求あとにな崩国え遅と率
安こ関て，あるはも基壊の・るれ日は
写％倦零；裏奮ζ蓋諾陸象蕊奇き
あ（c）関そ・な’リし特に力’る自％
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第7表対アメリカ貿易のバランス　100万ドル

1947

49

51

53

54

55

56

57・

58

59

輸出額

20

67

184

227’

277

449

543

597

680

1030

輸入額

484

569

695

756

847

772

1065

1618

1053

1112

差額

＿
463

＿
502

－
511

＿
529

＿
570

－
323

－
521

－
1021

＿
373

＿
88

総貿易
の差額

一
353

－
395

＿
640

－
1134

－
770

－
460

＿
729

－1424

－
155

＿
143

大蔵省調

差超も　相り
はで周（a）互’
非あ知にに外
常りのつ密貨1こ　　　、　通　　し、　接　　準

大そりてに備
きので゜関率
く額あ日連が’

もり本し低国’つ　’がてい
民い大戦いこ
総最体後ると
所近最大が゜得ま近き’（e）
にででくま同
お五もアた経
い億輸メい済
てド出リず水
はル入力れ準
日前とにもの
本後も貿自国

　自をカやリ輸七こるるはに三易由々（b）由形とフア入・れ日゜ア達○上化と
に化成のラーで五に本こメし％依をの
つよ出経ン六一％対ののりて前存早経いり来済ス・二（し自こカい後すあ済、
てもる力’四・西て由とのたをるる交゜

遅条差イ％四ド西化が約（占よよ流
戦れ件もギ）％イ欧を’六第めうりが
後てに小リで（ツ諸送自％七てにも相
日進あさスあ西六国ら由（表いな遅対
本めるい等るド・のせ化一％るつら的
のて゜°の（イ七対ると九　

゜

たせに
貿きが更経いツ％米理い五いしこる少易た’に済ず一’依由え八うかとよい
のこそそ力れ四フ存とば年まもはうこ
回とれれ水も・ラ度な主現で対’なと
復はでだ準一ニンはつと在も米あ要等
が第もけは九％ス全てしYな貿ら因で遅六西で日五’四体いて一く易たをあ
れ表欧な本六フ・とる対人ア尻めつる’

に諸くよ年ラ九しこア当メはてよ゜
生み国’り度ン％てとメリリ最統くこ
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ま輸一一石く
た入○○炭’
最超○○’も
近過％％鉄の1こ　　額　　　、　　、　鉱　　e，こ

おの一一石よけ増○○’っ
る大○○憐て
貿に％％鉱は
尻る一一’えの国○○棉つ
相際○○花て
対収％％’増
好の一で毛し転赤○あ’て
も字○つ生い、

が％たゴる
輸ことがムと
入れな’

第8表　主要国の輸出依存度の推移　　（％）

日　本
西ドイツ
イギリス

フフンス
アメリカ

オランダ

1938

13．5

7．0

1L8
8．7

4．6

22．1

1948

2．7

6．1

17．3

11．81）

5．7

22．3

1953

8．1

16．9

19．9

11．7

5．2

42．8

1958

12．5

21．9

18．2

11．92）

5．0

40．7

注　1）　1949年

　2）1957年
　輸出依存度＝輸出額／国民所得
資料　国連統計年報

　　　　のい存て割も正たり屡必人ず額まつ戦輸う率い合か当か少々しに’
のでて后入事（るがな性ら量’もよ貿減日いは依実欝と単りをだで主意つ易退本る（存に〉いに高否’すと見て依との゜三率も卸う他い定とむしが指存
い景第四は示＼事国とさ説よて一摘度
う気二年そさ餅実にいれ明う原致さが
よ後1＜）れれ鰍LCくうるさに材しれ他り退　　　　　　　　　　゜れな料てての　　　はぞて陣爪らこもと日’れい十さべと第てりのいい先輸速本そ九る蔀れて゜一い’輸るる進
出いのれ○°〉て高こにるこ入わと国額成貿ぞ・た卸いいの’°　　　　　　　　　　　　の量けこにの長易れ八と）るだこ日したがでろく
増率は’　　　　％えが（けと本かめ日はでら大の戦九’ば戦第ではのし’　　　　　　　　　　　　　本なあべにブ后七九戦后九な総輸こ全のいるて
原レつ・・前必表く輸入の体重゜°低因1ね九六（し％’入原見と化こしく
しキに，％％昭も　戦額料解し学のかな
ての輸”九減ま前ににはて工理しっい役入九八1少たに対依次『日業由こた
る割超・五一し主くす存の本化にのこ゜

を過五・一て要らるす事のにつ理と
第果一の％六）い原べ原る実輸よい由は
三し傾’％にな料て材必に入つてにすにて向八’おい品も料要よ額て’つで’

きに九一けだの／高輸度つが’　　　　　　　　　　　　　　こいにいたあ・○るけ輸く入はて減戦れて多
わこり七〇原で入な額戦そ少前まはくゆと’％％油な依つの后のしよで’の　o　　　　 、　　　　 、
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自由化と日本貿易　，

第9表　各国の輸入品目構成（1956）

全輸入
食　糧
飲料たばこ

原材料
鉱物性燃料

動物性油脂

・薬品類
原料別製品

機械機器

雑製品

アメリカ

100．0

23．9

2．3

22．8

10．2

0．7

fi　3．0

23．5

5．2

4．0

イギリス

100．0

34．5

2．9

26．9

10．6

1．5

2．8

14．5

4．3

1．7

フランス西ドイツ

100．0

19．7

4．9

26，5

18．0

1．8

4．1

12．4

．10．5

2．1

100．0

26．4

2．1

28．9

10．8

2．　6

2．8

19．0

5．O

L8

イタリア

100．0

14．5

0．5

29．8

19．7

3．7

5．5

13．3

10。5

2．5

日本
100．0

17．　0

0．3

53．0

12．8

1．0

5．1

4．8

5．0

1．0

（日本）

（100・0）

（21。8）

（0．4）

（49・5）

（6．8）

（o．3）

（3・7）

（11・8）

（4．4）

（1・o）

注日本の（）は戦前1934－36
資料国連統計

め維た戦日三戦一で収けで　しい依る
・て品こ前本・前つあ支れはだて（存外
いはと五の四並でつのばなか考い度貨
た”○輸％にもた赤なくらえずを手が一及％出）復あの字らし戦なれ低取
一 九び以がぞ帰つで’なて后けもめ率
九三中上戦れしたあ国い輸にれ一たの
五四国の后とたのり際Q出おば○と低九1市割低とがだ’収そのけな○いい
年三場合下も（°ま支し側るら％う商
に六ををしに一そたのてに貿な）説品
は年中した自九のわ不まあ易い商明の
二に心め原由三証が安さる依と品も輸
九はとて因化八拠国定に゜存いの’出・’ すいはも年にの’こつ度う輸生減八日’るた何軌11’自外のま低こ出糸退
％本ア繊か道一最由貨輸り下と減’と
へのジ維゜に三近化準出輸の゜退絹高
と輸ア品こ乗・漸を備の出原
激出貿ののり五く遅率減の因
減額易輸最は％日らの退減は
し中の出もじ’本せ低が退輸
て五低が大め一のる水こに入
い二滞大きて九輸主準れあの
る・で巾ない五出要のまる側゜一 あに原る九依な主でとに
ま％る減因゜年存要要の考あ
たを゜退はで11度因原貿える
中占繊し’は一もの因易なの

が織い
あ物商
るの品
かよの
らう輸’

な出
か手増
な取大
り率が
割の貿
引高易
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　せが特日性こで競メ高　国へ同三国（d）たあに本がれ日争リく（c）内向一六市
に一る後へ多ら本力力’に市は水年場つ条か進のいのがも11たつ場し準ll　・の
い件ら国一の国自弱七といのめに一激
てとでと定で々国く・えて拡’あ九減Q

なあの量あのの’八ば゜大こる％に
日つる競のる自自外％一日にのに’つ
本た゜争輸゜由由貨’九本役こ過一い
のここ的出何化化保フ五が立とぎ九て
貿との商を故をの有ラ八東つがな五は易はよ品確な間代高ン年南たかい九説「
収当うを保ら題償もス度ア゜え゜年明
支然な輸し日にと低Hをジ
が考事出て本せしく四例ア
こえ情しき市ずて’・にを
れらがてた場’こ国五と中
まれ’いこの日れ際％つ心
でるこるれ開本ら収（てと
恒これよら放側ア支いみす
、常とらうのにのジもずるる
的でアな国よ一ア不れとア
にあジア々っ方の安も’ジ
赤るアメがて的後定目日ア
字゜後リ　”自進で本本市で
あ

つ

た

こ

ζ

ま

た

経
常

収
支
を
中

心
と

す
る

国
際

収
支
が

不
安
定

進力自こ由諸あを1場
諸の由れ化国り除三に
国如化まのに’く七依
ときにで場自し）％存
大先とむ合由たと’す
き進もしで化がな西る
な国なうすをつつド割
割　う日ら要ててイ合合　 日本も求貿いツは
のに本の’し易る1戦
貿’よ市管こてを゜七后
易っ場理れも自し・に
をての貿ら’由・か八お
行そ開易のぞ化る％い
つの放（国れすに’て
て輸に輸々はるアイも
き出よ入に無能ジギな
た市っのと理力アリお
日場て割つでに諸ス西
本を’当てあか国n欧
のあ他制不りけは一先
・自らの）利’て後一進由さ先にとま’い進・諸
化れ進よなたる諸九国
をる国つるた゜国％よ
遅恐　て可とそで’りられ　

’

能えこ’アも

つしliす
てか二る
国し二ま
内な％で
にがくも
おらいな・
け繊ずい
る維れと
軽品も思
工を輸う
業中出が
あ心V’ると）東
いすけ南
はるれア
消軽どジ
費工もア
材業’貿
部品絶易
門の対も
偏輸額そ
重出にの
とのお割
い減い合
う退てこ
産ははそ
業日戦戦
構本前后
造のに若
の資く干
不本らふ
均をべえ
衡しむた
をてし（
解重ろ一
消化減九
せ学少三
し工乃四
め業至1
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第10表　金及び外国為替の保有高　　　　　100万米ドル

アメリカ

カナダ
ベルギー
フフンス
西ドイツ
イタリア
オランダ
イギリス
日　　本

1948　　1950

24，39946，650

1，0111，770

938

295

602

343

2，009

749

1，334

274

878

606

3，443

564

1953

22，091

1，827

1，092

956

1，958

952

1，224

2，546

895

1955

21，752

1，910

1，146

2，076

3，076

1，237

1，277

2，156

1，339

1956

22，058

1，945

1，177

1，356

4，291

1，308

1，072

2，172

1，507

1957　　1958

22，73520，582

1，955

1，078

1，249

5，　477

1，326

938

2，415

98β

1，948

1，497

1，050

6，321

2，082

1，493

3，105

974

1959 1960・8

19，507　　19，040

1，876　　　1，844

1，222　　　1，188

1，720　　　2，098

5，015　　　6，507

2，953　　　　　。・・

1，355　　　1，465

2，750　　　3，072

1，361　卜　1，569

注各年末
資料　IMF統計月報

第11表邦船積取比率（％）

輸出
輸入’

1935

72

65

1951

29

36

1953

39

46

1955

47

51

1956

50

47

1957

57

45

1958

59『

59

1959

56

52

通産大臣官房調査課，戦後10年史及び経済白書より

的こと国背　と邦赤の言あ主さ由てで原とが々景（e）い船字赤及つ要れ化外あ
因はこをとにう積に字したなるを貨つ
と前れ経しつこ取あのてこ原と遅事た
解にま済ていと比り大お乏因こら情こ
釈みで交こてだ率’きいはがうせがとすた屡流れ゜けのそなたす日でるわ’
るよ々のら西を低し原゜で本あ要るそ
のう指多の欧指下て因そにのる因一かし
でに摘い国諸摘と後がこ（b）輸゜とつて
なごさ近々国し貿者’で，に出こなたま
いのれ隣がのて易の運こつのれっこた
限条て地互自おの原輸こい戦らたと他
り件い域に由こ遠因保でて後のこ’の
勿をる、に経化う距が険は説に要とな先
論自Qも済が゜離戦項た明お因もど進
正由そつ水早
し化して準め
いのていのち
の決こた近れ
で定のこいた
43

化後目だしけを容が諸
ににの継たゐつ易日国
あお恒常と減くに本に
つけ常収き退つ想の比
たる的支ににた像自し
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